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トカイン評価：IL-6、iNOS の mRNA 発現は水素水群で有意に抑制され、TNFα,IL-1
β,ICAM-1, VCAM-1, HMGB1 は抑制される傾向にあった。Apoptosis 評価：crypt 細胞
における TUNEL 陽性細胞は、再灌流 3 時間後に多く認め、水素水群では有意に抑制さ
れた。形態学的評価：水素水群において、再灌流 1 時間、3 時間後、絨毛は保たれ、
Park/Chiu 分類での Grade も有意に低かった。 
【考察】今回、水素水腸管内投与による小腸虚血再灌流障害の抑制効果を報告した。
水素水投与により、強い酸化力をもつ hydroxyl radical を抑制し、その後に続く炎
症性サイトカインを抑制したと考えられる。炎症性サイトカインのうち特に iNOS で































  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
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